
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新庁舎建設だより 
令和６年７月１０日 
発行：会津坂下町 第４号 

【事務担当：庁舎整備課 庁舎整備班 ℡:0242-84-1527】 

 

第４号では、令和６年６月定例会において議案第３３号「会津坂下町役場新庁舎の

建設場所についての議決内容を一部変更することについて」で可決された内容と、 

今後の進め方、これまでのアンケートの結果についてお知らせいたします。 

１．建設場所に関する議決内容が変更となりました 

 会津坂下町役場新庁舎の建設場所 

＜変更前＞「現本庁舎・北庁舎、東分庁舎及び東駐車場用地」 

＜変更後＞「現本庁舎・北庁舎・東分庁舎・東駐車場用地、又はその他の候補地」 

 

新庁舎建設場所については、平成２９年より町民や議会の皆様と検討を重ね、平成

３０年に「現本庁舎・北庁舎・東分庁舎及び東駐車場用地」と議決されました。その

後、財政上の理由により事業を凍結し、令和４年に再開したところ、「議決した時点か

ら社会情勢や周辺地域の状況が変化したことを加味し、会津坂下町役場新庁舎建設場

所について再度協議すること」とする意見書が議会から提出されました。 

 

 防災拠点である現庁舎の耐震性の低さを考えると、早期に新庁舎を建設することが

望ましく、再度、比較・検討・議論し直し、事業を推し進めていくための変更であり

ます。 

 今後は庁舎建設場所のみならず、庁舎に求められる防災拠点としての機能や町民の

使いやすさ、更に庁舎周辺のまちづくりといった様々な観点で町民の皆様と検討を進

めてまいりたいと考えております。 

下線部分を 

追加しました 

 

２．今後の進め方 
 新庁舎の基本的な考え方や方向性を示す

「新庁舎建設基本計画」の策定を進めてまい

ります。 

基本計画は概ね右の例のような内容で、Ⅰ

部は計画の基本理念・方針など、Ⅱ部は事業

費や機能などをより具体的に示したもので

す。特に新庁舎建設場所は、周辺のまちづく

りにも影響があることから、まずⅠ部を検討

し、基本理念・方針などを定めた後、建設場

所を決定してまいります。 

計画のⅡ部についてはⅠ部が決定した後、

より詳しく検討してまいります。 

 

基本計画策定のスケジュールは次ページの

通りです。 

○新庁舎建設基本計画内容（例）○ 

Ⅰ部 

・基本理念 

・基本方針 

・庁舎の規模 

・建設場所 

Ⅱ部 

・（基本理念・基本方針に基づく） 

基本的性能と導入機能 

・事業費と財源 

・事業手法とスケジュール 

 

※一般的な内容を掲載しています。 

先に検討し、 

方針を決定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検討のサイクルとスケジュール 

◇検討のサイクル 

 

 新庁舎建設基本計画の策定にあたっては、

左図の検討サイクルを基本とします。 

町が作成した基本計画の案をもとに、町民

の皆様による新庁舎建設検討委員会や町民

懇談会において、ご意見を伺いながら策定を

行ってまいります。 

 

◇検討のスケジュール 

 

 令和６年７月より基本理念や基本方針、

庁舎の規模などの検討を開始します。同時

に、建設候補地の利便性や安全性などの評

価や候補地ごとのメリット・デメリット、

概算事業費など、詳細な比較・検討資料を

作成してまいります。 

 町民の皆様には令和６年９月以降に開

催する町民懇談会で、建設候補地の比較検

討資料をお示しし、ご意見をいただきたい

と考えております。 

 そのため、令和６年９月定例会で提出す

る「第六次会津坂下町振興計画後期基本計

画」には建設場所を明記せずに、令和７年

３月定例会で建設場所に関する議案を提

出します。 

 

 建設場所の決定後は、基本計画の事業費

や機能などの部分について検討を開始し

ます。基本計画全体の素案が完成した後

は、パブリックコメントで町民の皆様のご

意見をいただきます。 

 

基本計画については、新庁舎建設検討委

員会へ諮問し、答申をいただいた後、議会

に承認を求めることになります。 

町、議会、検討委員会において
基本計画の基本理念・方針など検討開始

令和6年9月　町民懇談会

令和7年3月　新庁舎建設場所に関する議案提出

建設場所決定

町、議会、検討委員会において
基本計画の事業費や機能など検討開始

町民懇談会

基本計画（素案）完成

パブリックコメント

新庁舎建設検討委員会へ諮問

新庁舎建設検討委員会より答申

議会で承認

※諮問：有識者または一定機関に、意見を求めること。 

 答申：諮問を受けた事項について行政官庁に意見を詳しく述べること。 



会津坂下町役場を訪れた際、施設面や環境面で困ったことは何ですか。（複数回答可） 

シニア世代
1位 駐車場・駐輪場の不足 (79.6%)
2位 トイレの場所が分かりにくく不便 (62.5%)
3位 庁舎機能（窓口）が分散していて不便 (51.3%)

農業従事者
1位 駐車場・駐輪場の不足 (74.4%)
2位 トイレの場所が分かりにくく不便 (60.5%)
3位 庁舎機能（窓口）が分散していて不便 (46.5%)

障がい者
1位 駐車場・駐輪場の不足 (85.7%)
2位 用事のある部署がどこにあるか分からない (71.4%)
3位 トイレの場所が分かりにくく不便 (57.1%)
3位 窓口・相談室でのプライバシーへの配慮不足 (57.1%)
3位 バリアフリーが不十分で利用しにくい (57.1%)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．庁舎機能へのご意見、誠にありがとうございました 

令和５年度より子育て世代アンケートを始めとし、様々な皆様から新庁舎の機能に

ついてご意見を頂戴してきました。ご協力いただきました皆様、誠にありがとうござ

いました。いただきましたご意見は新庁舎建設基本計画の策定に際し、有効に活用さ

せていただきます。 

今回は一部抜粋した内容を掲載いたします。詳細な内容は町ホームページもしくは

役場総合案内窓口に報告書を置きますのでご確認ください。 

 

≫シニア層へのアンケート調査結果 

【調査の対象】町内在住の６０歳以上の男女 

【調 査 方 法】各老人クラブの会合や各コミュニティセンター来館者へアンケート用 

紙を配布し、回答を得た。 

【調 査 期 間】令和５年１２月～令和６年４月 

【回 答 数】１５２人 

≫農業従事者へのアンケート調査結果 

【調査の対象】町内在住の認定農業者 

【調 査 方 法】会津坂下町認定農業者へアンケートへの協力依頼文とアンケート用紙 

を送付。アンケート用紙もしくは依頼文に記載のＱＲコードにより 

グーグルフォーム上で回答を得た。 

【調 査 期 間】令和６年４月 

【回 答 数】４３人 

≫障がい者へのアンケート調査結果 

【調査の対象】町内在住の障がい者 

【調 査 方 法】みんないっしょ家族会を通して、回答を依頼。グーグルフォーム上で 

回答を得た。 

【調 査 期 間】令和６年４月～５月 

【回 答 数】７人 
←詳しくはこちらから 

←詳しくはこちらから 

←詳しくはこちらから 



新しい庁舎で重要な事は何だとお考えですか。（複数回答可） 

シニア世代
1位 駐車台数の多い駐車場や駐輪場があること (71.1%)
2位 子ども連れや高齢者、障がい者等誰もが安心して快適に利用できること (48.7%)
3位 関連する窓口がまとまっている等、申請しやすい窓口があること (46.1%)

農業従事者
1位 余裕のある駐車場や駐輪場があること (81.4%)
2位 災害時に防災拠点となること (48.8%)
3位 関連する窓口がまとまっている等、申請しやすい窓口があること (41.9%)

障がい者
1位 子ども連れや高齢者、障がい者等誰もが安心して快適に利用できること (100.0%)
2位 関連する窓口がまとまっている等、申請しやすい窓口があること (85.7%)
3位 駐車台数の多い駐車場や駐輪場があること (71.4%)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリアフリー機能として欲しいものは何ですか。（複数回答可） 

シニア世代
1位 おもいやり駐車場を国基準より多く確保 (50.7%)
1位 通常のトイレを広く整備 (50.7%)
3位 窓口の職員の声が認識しやすくなる機能 (40.1%)

障がい者
1位 誰もが認識しやすいような色で色分けされた窓口 (85.7%)
2位 おもいやり駐車場を国基準より多く確保 (57.1%)
3位 車いすなどの通行の妨げとならない点字ブロック (28.6%)
3位 音声案内付き庁舎案内板を設置 (28.6%)
3位 通常のトイレを広く整備 (28.6%)
3位 多機能トイレを各階複数整備 (28.6%)  

※バリアフリー機能がより必要と思われるシニア世代と障がい者の方にお聞きしました。 

新庁舎の付加的機能・スペースとしてあれば良いと思われるものは何ですか。（複数回答可） 

シニア世代
1位 金融機関ＡＴＭ (38.8%)
2位 防災拠点機能 (32.2%)
3位 町の情報を映像として画面に表示 (29.6%)

農業従事者
1位 防災拠点機能 (53.5%)
2位 金融機関ＡＴＭ (41.9%)
3位 交流広場 (39.5%)

障がい者
1位 交流広場 (57.1%)
2位 書籍・パンフレット展示 (42.9%)
2位 住民活動に利用可能な会議室 (42.9%)
2位 防災拠点機能 (42.9%)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も誰もが安心して、利用しやすい庁舎の建設を目指して研究、調査、検討を続けて

まいります。 


